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要 旨（300文字程度）

高濃度のアンモニア態窒素を含むメタン発酵消化液の植物栽培への利用を目的に、硝化細菌を含む余剰スラッジ
を人工培地へ0、33、59％混合し、硝化特性とキュウリの生育を調べた。混合区では硝酸態窒素が増加し、59％区で
硝化がより進んだが、有機態窒素の分解で生じるアンモニア態窒素が硝化による消費を上回り、十分には低減しな
かった。一方、33％区の成長速度は市販培養液区に近づいた。適度なスラッジ混合は、硝化を介して消化液利用下
の植物生育を促進する有用な手法と示された。


